
参考資料12(第２９号議案：上下水道課)

令和４年度ふじみ野市下水道事業会計予算の概要 

１ 総括 

本予算は、令和４年度の下水道事業に係る予算について編成したものです。 

２ 業務の予定量は、次のとおりです。 

(1) 水洗化戸数 ５１，１６１戸 

(2) 年間総排水量 １５，４３５，７３０㎥ 

(3) 一日平均排水量 ４２，２９０㎥ 

(4) 主要な建設改良事業

ア 汚水施設整備事業 ３６４，１８９千円 

イ 雨水施設整備事業 ５９０，９１２千円 

ウ 流域下水道事業 １３６，３７３千円 

３ 予算規模 

(1) 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりです。

収入

下水道事業収益 １，６３７，７００千円 

営業収益 １，１９５，３７０千円 

営業外収益 ４４２，３２９千円 

特別利益 １千円 

支出 

下水道事業費用 １，６０７，００９千円 

営業費用 １，５２７，０５７千円 

営業外費用 ６６，９５２千円 

特別損失 ３，０００千円 

予備費 １０，０００千円 

(2) 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりです（資本的収入額が資本的

支出額に対し不足する額２３８，０１４千円は、過年度分損益勘定留保資金

１９３，９７３千円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４

４，０４１千円で補塡します。）。

収入 

資本的収入 １，０４３，５３５千円 

企業債 ５１８，８００千円 

負担金 ２，０２９千円 

他会計負担金及び補助金 １７０，９０６千円 

国庫補助金 ３５１，８００千円 

支出 



資本的支出 １，２８１，５４９千円 

建設改良費 １，０９１，４７４千円 

企業債償還金 １９０，０７５千円 

４ 継続費の総額及び年割額は、次のとおりです。 

款 項 事業名 総額 年度 年割額 

１下水道事

業費用 

１営業費用 下 水 道 事 業

経 営 戦 略 改

定等業務 

１８，０００ 

千円 
令和４年度 

５，４００ 

千円 

令和５年度 
１２，６００ 

千円 

５ 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりです。 

起債の目的 限度額 起債の 

方法 

利率 償還の方法 

公共下水道

事業 

３８２，６００ 

千円 

普通貸借又

は証券発行 

３ ． ０ ％ 以

内 。 た だ

し 、 利 率 見

直 し 方 式 で

借 り 入 れ る

資 金 に つ い

て 利 率 の 見

直 し を 行 っ

た 後 に お い

て は 、 当 該

見 直 し 後 の

利 率 と す

る。 

政府資金についてはその融

資条件により、銀行その他

の場合にはその債権者と協

定するものによる。ただ

し、企業財政の都合により

据置期間及び償還期限を短

縮し、又は繰上償還し、若

しくは低利に借り換えるこ

とができる。 

流域下水道

事業 

１３６，２００ 

千円 

同上 同上 同上 

計 ５１８，８００ 

千円 

   

６ 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、営業費用、営

業外費用及び特別損失の間の流用とします。 

７ 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流

用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければなりません。 

(1) 職員給与費 １００，００８千円 

８ たな卸資産購入限度額 ３，４６５千円 

９ 重要な資産の取得及び処分は、次のとおりです。 



取得する資産 

種類  名称  数量  

土地  川崎調整池用地  

ふじみ野市川崎２６５番地２ 外  

１５，９８８．４１  

㎡   

１０ 主要施策の状況 

(1) 市街化調整区域公共下水道（汚水管渠）の整備 

予算額 ３５８，５７９千円 

(2) 川崎調整池関連事業 

予算額 ５３９，９０８千円 




